
2024年度カリキュラムマップ（チェックリスト型）

L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4

科目区分 分野 時間割名

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵキャリアデザイン入門１ ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵキャリアデザイン入門２ ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵキャリアデザイン基礎（八景）A ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵキャリアデザイン基礎（八景）B ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵキャリアデザイン基礎（室の木） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵキャリアデザイン基礎（関内） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵキャリアデザイン基礎２（八景） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵキャリアデザイン基礎２（室の木） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵキャリアデザイン基礎２（関内） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵキャリアデザイン応用 ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵインターンシップ１(事前指導） ○ ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵインターンシップ２(実習) ○ ○ ○ ○ ○ ○

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵインターンシップ２(長期実習) ○ ○ ○ ○ ○ ○

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵかながわ学（行政） ○ ○ ○ ○ ○

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵかながわ学（経済） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵかながわ学（政治） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵかながわ学（スポーツ） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵかながわ学（歴史・文化） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵかながわ学（自然） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵかながわ学（健康） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵかながわ学（地域づくり） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵかながわ学（地域安全） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵかながわ学（コミュニティ） ○ ○ ○ ○ ◎

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵデータサイエンス概論 ○ ○

 全学共通科目 教養分野 ＫＧＵデータサイエンス演習 ○ ○

共通科目 教養分野 キリスト教学 ◎ ◎ ○ ○

共通科目 教養分野 コンピュータ・リテラシーA ○ ○ ○ ○ ◎

共通科目 教養分野 コンピュータ・リテラシーB ○ ○ ○ ○ ◎

共通科目 教養分野 データサイエンスA ○ ○

共通科目 教養分野 データサイエンスB ○ ○

共通科目 教養分野 生物学 ○ ○ ◎ ◎

共通科目 教養分野 心理学 ○ ◎ ○ ○ ○

共通科目 教養分野 倫理学 ◎ ◎ ○

共通科目 教養分野 哲学 ◎ ◎ ○ ○

共通科目 教養分野 ジェンダー論 ◎ ◎ ○

共通科目 教養分野 文化人類学 ○ ◎ ○ ○

共通科目 教養分野 教育学 ○ ○ ◎ ○ ○

共通科目 教養分野 日本国憲法 ◎ ○ ○ ○

共通科目 教養分野 法と社会生活 ◎ ○ ○ ○

共通科目 教養分野 経済学 ○ ○

共通科目 教養分野 経営学 ○ ○ ○

共通科目 教養分野 社会学 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

共通科目 教養分野 生物と環境 ○ ○ ○

共通科目 教養分野 化学基礎 ○ ○ ○

共通科目 教養分野 文学 ○ ○ ◎

共通科目 教養分野 美術史 ○ ○ ○

共通科目 教養分野 健康スポーツⅠ ○ ○ ○

共通科目 教養分野 健康スポーツⅡ ○ ○ ○

共通科目 教養分野 AI活用 ○ ○ ○ ○

共通科目 教養分野 Webコンテンツ作成 ○ ○ ○ ○

共通科目 外国語分野 英語Ⅰ（初級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 英語Ⅰ（中級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 英語Ⅱ（初級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 英語Ⅱ（中級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 英語コミュニケーション・スキルズ（レベル3）A ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 英語コミュニケーション・スキルズ（レベル3）B ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 英語コミュニケーション・スキルズ（レベル3）C ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 英語コミュニケーション・スキルズ（レベル3）D ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 英語コミュニケーション・スキルズ（レベル4）A ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 英語コミュニケーション・スキルズ（レベル4）B ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 英語コミュニケーション・スキルズ（レベル4）C ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 中国語Ⅰ（初級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 中国語Ⅰ（中級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 中国語Ⅱ（初級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 中国語Ⅱ（中級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 中国語Ⅲ ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 中国語Ⅳ ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 ハングルⅠ（初級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 ハングルⅠ（中級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 ハングルⅡ（初級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 ハングルⅡ（中級） ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 ハングルⅢ ○ ◎ ○

共通科目 外国語分野 ハングルⅣ ○ ◎ ○

◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる）

保健医療福祉
における看護専
門職としての役
割を理解し、多
職種との協働を
一部実施するこ
とができる(思
考・判断・表現）

保健医療福祉
における看護専
門職としての役
割を理解し、多
職種と協働する
ことができる(思
考・判断・表現）

継続して学習す
ることの必要性
を理解し、自ら
調べ、課題に
合った学習がで
きる（知識・理解
／関心・意欲・
態度）

主体的に学ぶ
ための基本的
なスキルを習得
することができ
る（知識・理解
／関心・意欲・
態度／技能）

学びの経験を
通して、自分の
強み・弱みから
課題を見出し、
探求できる（知
識・理解／関
心・意欲・態度）

他者の意見と
区別し、自分の
考えを表現する
ことができる
（思考・判断・表
現）

実践や課題を
振り返り、事実・
根拠に基づき
考察できる（知
識・理解／関
心・意欲・態度
／思考・判断・
表現）

多様なケア環
境に関するテー
マを主体的に見
出し、実践や知
見を分析して系
統立てて論理
的に記述できる
（知識・理解／
思考・判断・表
現）

多角的な視点
から看護の学
習を深めること
ができる
（知識・理解／
関心・意欲・態
度）

◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる）

対象特性に応じ
て理論・概念を活
用し、科学的根
拠に基づく課題
解決の重要性を
理解できる（知
識・理解）
専門的知識・技
術を活用して課
題を見出し、解決
するための計画
を立案・実践・評
価できる（技能）
多様な健康課題・
発達課題をもつ
対象に関心を寄
せ共に課題解決
する態度を示す
ことができる（関
心・意欲・態度）

保健・医療・福
祉における多職
種の種類と役
割を知り、チー
ムで連携してい
ることを理解で
きる（知識・理
解）

保健医療福祉
における多職種
の連携における
看護の役割を
理解できる（知
識・理解）

幅広い視野で
地域の特性や
多様性を知り、
看護実践を通し
て、自己を内省
する力を高め、
他者の価値観
を尊重できる
（思考・判断・表
現）

地域、社会・文
化的背景を踏
まえて人々を包
括的に理解した
上で、他者を尊
重し自己の在り
様を含めて評
価できる（思考・
判断・表現）

看護におけるコ
ミュニケーション
の重要性と基本
姿勢を理解でき
る（知識・理解）

他者の意見に耳
を傾けるととも
に、自分の意見
を適切な表現を
用いて発信でき
る（技能）

看護の対象とな
る人へ関心を寄
せることができる
（関心・意欲・態
度）

援助的関係の基
本となるコミュニ
ケーションや
パートナーシップ
の重要性を理解
できる（知識・理
解）

看護の対象とな
る人などとコミュ
ニケーションをと
り、相手の考え
や思いに共感で
きる（技能）

看護の対象とな
る人などとコミュ
ニケーションをと
り互いの考えや
思いを伝え合え
る（技能）

看護専門職者の
援助的関係を形
成するパート
ナーとしての役
割が理解できる
（知識・理解）

看護の対象とな
る人へ専門職と
して関心を寄せ
ることができる
（関心・意欲・態
度）

看護の対象とな
る人の思いや考
えに共感し、とも
（共）に目標に向
かう専門的援助
関係を形成し評
価できる（技能）

看護専門職とし
て、対象となる
人々と援助的関
係を形成しようと
する態度を示す
ことができる（関
心・意欲・態度）

基礎的な専門知
識や看護技術の
重要性を理解で
きる（知識・理
解）

基礎的な専門的
技術を修得でき
る（技能）

人々の健康課
題・発達課題に
関心を示すこと
ができる（関心・
意欲・態度）

基礎的専門知
識・技術を理解
し、習得できる
（知識・理解／技
能）
対象の健康課
題・発達課題や
解決方法を判断
できる（思考・判
断・表現）
健康上の課題を
見出し、計画を
立案・実施・評価
できる（技能）
人々の健康課
題・発達課題に
関心をもち、関
わろうとする態
度を示すことが
できる（関心・意
欲・態度）

日々の体験や
学びの場を通し
て、自己を振り
返り客観視でき
る（思考・判断・
表現）

多様性のある
他者を理解しよ
うとする姿勢を
示すことができ
る（関心・意欲・
態度）

学位授与方針と各科目の関連（看護学部看護学科） ディプロマ・ポリシー（DP）／DPルーブリック

DP 1：人々の尊厳と権利を擁護するた
めの看護倫理観に基づいた判断・行動
をとることができる

DP 2：神奈川をはじめとする地域、社
会・文化的背景を踏まえて自己や他者
を包括的に理解し、尊重できる

DP 3：看護専門職として関わる人とコミュ
ニケーションをとり、パートナーシップを形
成できる

DP 4：人々の多様な健康課題に対し基礎
的知識と技術を活用して解決できる

DP 5：保健医療福祉の多様なケア環境
において看護専門職として多職種と協
働できる

DP 6：探求する態度を持ち継続して学
び、成長できる

人々の尊厳と
権利、価値観に
関する知識を有
し、その重要性
を理解できる
（思考・判断・表
現）

人間のもつ尊
厳に関心を示
すことができる
（関心・意欲・態
度）

看護の対象とな
る人々の尊厳と
権利を認め、そ
の立場にたち
倫理的に適切
に関わる姿勢を
持つことができ
る（思考・判断・
表現）

看護の対象とな
る人々の立場
をと倫理的課題
を理解しようと
する態度を示す
ことができる（関
心・意欲・態度）

多様な価値観、
信条や生活背
景を持つ人々
の尊厳と権利を
擁護するため
の判断ができる
（思考・判断・表
現）

看護の対象とな
る人々の倫理
的課題を解決し
ようとする態度
を示すことがで
きる（関心・意
欲・態度）

多様な価値観、
信条や生活背
景を持つ人々
の尊厳と権利を
擁護するため
の判断・行動が
できる（思考・判
断・表現）

看護の対象とな
る人々の倫理
的課題を解決
するために行動
ができる（関心・
意欲・態度）

人々の地域の
特性や社会的・
文化的背景を
含めた多様性
を知る（知識・
理解）

自己表現によっ
て言動や価値
観の振り返りが
できる（思考・判
断・表現）

他者への関心
を持つことがで
きる（関心・意
欲・態度）

対象特性・健康
レベルに応じた
生活・看護上の
ニーズを理解で
きる（知識・理
解）

様々な健康レベ
ル・発達段階に
ある対象の健康
課題・発達課題
を明確化し、看
護を実施・評価
できる（技能）

対象の健康課
題・発達課題を
解決しようとする
態度を示すこと
ができる（関心・
意欲・態度）



L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4

科目区分 分野 時間割名 ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる）

保健医療福祉
における看護専
門職としての役
割を理解し、多
職種との協働を
一部実施するこ
とができる(思
考・判断・表現）

保健医療福祉
における看護専
門職としての役
割を理解し、多
職種と協働する
ことができる(思
考・判断・表現）

継続して学習す
ることの必要性
を理解し、自ら
調べ、課題に
合った学習がで
きる（知識・理解
／関心・意欲・
態度）

主体的に学ぶ
ための基本的
なスキルを習得
することができ
る（知識・理解
／関心・意欲・
態度／技能）

学びの経験を
通して、自分の
強み・弱みから
課題を見出し、
探求できる（知
識・理解／関
心・意欲・態度）

他者の意見と
区別し、自分の
考えを表現する
ことができる
（思考・判断・表
現）

実践や課題を
振り返り、事実・
根拠に基づき
考察できる（知
識・理解／関
心・意欲・態度
／思考・判断・
表現）

多様なケア環
境に関するテー
マを主体的に見
出し、実践や知
見を分析して系
統立てて論理
的に記述できる
（知識・理解／
思考・判断・表
現）

多角的な視点
から看護の学
習を深めること
ができる
（知識・理解／
関心・意欲・態
度）

◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる）

対象特性に応じ
て理論・概念を活
用し、科学的根
拠に基づく課題
解決の重要性を
理解できる（知
識・理解）
専門的知識・技
術を活用して課
題を見出し、解決
するための計画
を立案・実践・評
価できる（技能）
多様な健康課題・
発達課題をもつ
対象に関心を寄
せ共に課題解決
する態度を示す
ことができる（関
心・意欲・態度）

保健・医療・福
祉における多職
種の種類と役
割を知り、チー
ムで連携してい
ることを理解で
きる（知識・理
解）

保健医療福祉
における多職種
の連携における
看護の役割を
理解できる（知
識・理解）

幅広い視野で
地域の特性や
多様性を知り、
看護実践を通し
て、自己を内省
する力を高め、
他者の価値観
を尊重できる
（思考・判断・表
現）

地域、社会・文
化的背景を踏
まえて人々を包
括的に理解した
上で、他者を尊
重し自己の在り
様を含めて評
価できる（思考・
判断・表現）

看護におけるコ
ミュニケーション
の重要性と基本
姿勢を理解でき
る（知識・理解）

他者の意見に耳
を傾けるととも
に、自分の意見
を適切な表現を
用いて発信でき
る（技能）

看護の対象とな
る人へ関心を寄
せることができる
（関心・意欲・態
度）

援助的関係の基
本となるコミュニ
ケーションや
パートナーシップ
の重要性を理解
できる（知識・理
解）

看護の対象とな
る人などとコミュ
ニケーションをと
り、相手の考え
や思いに共感で
きる（技能）

看護の対象とな
る人などとコミュ
ニケーションをと
り互いの考えや
思いを伝え合え
る（技能）

看護専門職者の
援助的関係を形
成するパート
ナーとしての役
割が理解できる
（知識・理解）

看護の対象とな
る人へ専門職と
して関心を寄せ
ることができる
（関心・意欲・態
度）

看護の対象とな
る人の思いや考
えに共感し、とも
（共）に目標に向
かう専門的援助
関係を形成し評
価できる（技能）

看護専門職とし
て、対象となる
人々と援助的関
係を形成しようと
する態度を示す
ことができる（関
心・意欲・態度）

基礎的な専門知
識や看護技術の
重要性を理解で
きる（知識・理
解）

基礎的な専門的
技術を修得でき
る（技能）

人々の健康課
題・発達課題に
関心を示すこと
ができる（関心・
意欲・態度）

基礎的専門知
識・技術を理解
し、習得できる
（知識・理解／技
能）
対象の健康課
題・発達課題や
解決方法を判断
できる（思考・判
断・表現）
健康上の課題を
見出し、計画を
立案・実施・評価
できる（技能）
人々の健康課
題・発達課題に
関心をもち、関
わろうとする態
度を示すことが
できる（関心・意
欲・態度）

日々の体験や
学びの場を通し
て、自己を振り
返り客観視でき
る（思考・判断・
表現）

多様性のある
他者を理解しよ
うとする姿勢を
示すことができ
る（関心・意欲・
態度）

学位授与方針と各科目の関連（看護学部看護学科） ディプロマ・ポリシー（DP）／DPルーブリック

DP 1：人々の尊厳と権利を擁護するた
めの看護倫理観に基づいた判断・行動
をとることができる

DP 2：神奈川をはじめとする地域、社
会・文化的背景を踏まえて自己や他者
を包括的に理解し、尊重できる

DP 3：看護専門職として関わる人とコミュ
ニケーションをとり、パートナーシップを形
成できる

DP 4：人々の多様な健康課題に対し基礎
的知識と技術を活用して解決できる

DP 5：保健医療福祉の多様なケア環境
において看護専門職として多職種と協
働できる

DP 6：探求する態度を持ち継続して学
び、成長できる

人々の尊厳と
権利、価値観に
関する知識を有
し、その重要性
を理解できる
（思考・判断・表
現）

人間のもつ尊
厳に関心を示
すことができる
（関心・意欲・態
度）

看護の対象とな
る人々の尊厳と
権利を認め、そ
の立場にたち
倫理的に適切
に関わる姿勢を
持つことができ
る（思考・判断・
表現）

看護の対象とな
る人々の立場
をと倫理的課題
を理解しようと
する態度を示す
ことができる（関
心・意欲・態度）

多様な価値観、
信条や生活背
景を持つ人々
の尊厳と権利を
擁護するため
の判断ができる
（思考・判断・表
現）

看護の対象とな
る人々の倫理
的課題を解決し
ようとする態度
を示すことがで
きる（関心・意
欲・態度）

多様な価値観、
信条や生活背
景を持つ人々
の尊厳と権利を
擁護するため
の判断・行動が
できる（思考・判
断・表現）

看護の対象とな
る人々の倫理
的課題を解決
するために行動
ができる（関心・
意欲・態度）

人々の地域の
特性や社会的・
文化的背景を
含めた多様性
を知る（知識・
理解）

自己表現によっ
て言動や価値
観の振り返りが
できる（思考・判
断・表現）

他者への関心
を持つことがで
きる（関心・意
欲・態度）

対象特性・健康
レベルに応じた
生活・看護上の
ニーズを理解で
きる（知識・理
解）

様々な健康レベ
ル・発達段階に
ある対象の健康
課題・発達課題
を明確化し、看
護を実施・評価
できる（技能）

対象の健康課
題・発達課題を
解決しようとする
態度を示すこと
ができる（関心・
意欲・態度）

専門科目 専門基礎 身体の構造と機能Ⅰ ◎ ○

専門科目 専門基礎 身体の構造と機能Ⅱ ◎ ○

専門科目 専門基礎 生化学 ○ ○

専門科目 専門基礎 薬と生体反応（臨床薬理学） ○ ○

専門科目 専門基礎 感染と免疫（微生物学） ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 健康と栄養 ○ ◎ ○

専門科目 専門基礎 臨床診断学 ◎ ○ ○

専門科目 専門基礎 病態・治療学Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 病態・治療学Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 病態・治療学Ⅲ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 小児病態・治療学 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 精神病態・治療学 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 臨床検査 ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 臨床心理学 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 生涯発達学 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 対人関係論 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 保健福祉行政論 ○ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 専門基礎 社会保障制度 ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 公衆衛生 ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 保健医療統計学 ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 専門基礎 健康論 ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 基礎看護学 看護の基礎 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

専門科目 基礎看護学 生活と看護 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 基礎看護学 環境と看護 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 基礎看護学 看護原論 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 基礎看護学 基礎看護技術Ⅰ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

専門科目 基礎看護学 基礎看護技術Ⅱ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

専門科目 基礎看護学 基礎看護技術Ⅲ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

専門科目 基礎看護学 フィジカルアセスメント ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

専門科目 基礎看護学 看護過程 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

専門科目 基礎看護学 クリティカルシンキング ○ ○ ○ ◎ ◎

専門科目 基礎看護学 看護援助実習 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

専門科目 基礎看護学 基礎看護学実習Ⅰ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

専門科目 基礎看護学 基礎看護学実習Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 生活支援看護学 母性看護学概論 ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 生活支援看護学 母性看護学援助論 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

専門科目 生活支援看護学 母性看護学演習 ◎ ○ ◎ ○ ○

専門科目 生活支援看護学 母性看護学実習 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 生活支援看護学 小児看護学概論 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

専門科目 生活支援看護学 小児看護学援助論Ⅰ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

専門科目 生活支援看護学 小児看護学援助論Ⅱ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

専門科目 生活支援看護学 小児看護学演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 生活支援看護学 小児看護学実習Ⅰ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

専門科目 生活支援看護学 小児看護学実習Ⅱ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 生活支援看護学 老年看護学概論 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

専門科目 生活支援看護学 老年看護学援助論 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

専門科目 生活支援看護学 老年看護学演習 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

専門科目 生活支援看護学 老年看護学実習Ⅰ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 生活支援看護学 老年看護学実習Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 生活支援看護学 精神看護学概論 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 生活支援看護学 精神看護学援助論Ⅰ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

専門科目 生活支援看護学 精神看護学援助論Ⅱ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

専門科目 生活支援看護学 精神看護学演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 生活支援看護学 精神看護学実習Ⅰ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 生活支援看護学 精神看護学実習Ⅱ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

専門科目 生活支援看護学 在宅看護学援助論Ⅰ ○ ○ ○

専門科目 生活支援看護学 在宅看護学援助論Ⅱ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

専門科目 生活支援看護学 在宅看護学演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

専門科目 生活支援看護学 在宅看護学実習Ⅰ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

専門科目 生活支援看護学 在宅看護学実習Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

専門科目 生活支援看護学 地域・在宅看護学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 生活支援看護学 地域・在宅看護学援助論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 生活支援看護学 地域・在宅看護学援助論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 生活支援看護学 地域・在宅看護学演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

専門科目 生活支援看護学 地域・在宅看護学実習Ⅰ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

専門科目 生活支援看護学 地域・在宅看護学実習Ⅱ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎



L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4 L1 L2 L3 L4

科目区分 分野 時間割名 ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる）

保健医療福祉
における看護専
門職としての役
割を理解し、多
職種との協働を
一部実施するこ
とができる(思
考・判断・表現）

保健医療福祉
における看護専
門職としての役
割を理解し、多
職種と協働する
ことができる(思
考・判断・表現）

継続して学習す
ることの必要性
を理解し、自ら
調べ、課題に
合った学習がで
きる（知識・理解
／関心・意欲・
態度）

主体的に学ぶ
ための基本的
なスキルを習得
することができ
る（知識・理解
／関心・意欲・
態度／技能）

学びの経験を
通して、自分の
強み・弱みから
課題を見出し、
探求できる（知
識・理解／関
心・意欲・態度）

他者の意見と
区別し、自分の
考えを表現する
ことができる
（思考・判断・表
現）

実践や課題を
振り返り、事実・
根拠に基づき
考察できる（知
識・理解／関
心・意欲・態度
／思考・判断・
表現）

多様なケア環
境に関するテー
マを主体的に見
出し、実践や知
見を分析して系
統立てて論理
的に記述できる
（知識・理解／
思考・判断・表
現）

多角的な視点
から看護の学
習を深めること
ができる
（知識・理解／
関心・意欲・態
度）

◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる） ◎（すべての項目が当てはまる）　　　○（一部の項目が当てはまる）

対象特性に応じ
て理論・概念を活
用し、科学的根
拠に基づく課題
解決の重要性を
理解できる（知
識・理解）
専門的知識・技
術を活用して課
題を見出し、解決
するための計画
を立案・実践・評
価できる（技能）
多様な健康課題・
発達課題をもつ
対象に関心を寄
せ共に課題解決
する態度を示す
ことができる（関
心・意欲・態度）

保健・医療・福
祉における多職
種の種類と役
割を知り、チー
ムで連携してい
ることを理解で
きる（知識・理
解）

保健医療福祉
における多職種
の連携における
看護の役割を
理解できる（知
識・理解）

幅広い視野で
地域の特性や
多様性を知り、
看護実践を通し
て、自己を内省
する力を高め、
他者の価値観
を尊重できる
（思考・判断・表
現）

地域、社会・文
化的背景を踏
まえて人々を包
括的に理解した
上で、他者を尊
重し自己の在り
様を含めて評
価できる（思考・
判断・表現）

看護におけるコ
ミュニケーション
の重要性と基本
姿勢を理解でき
る（知識・理解）

他者の意見に耳
を傾けるととも
に、自分の意見
を適切な表現を
用いて発信でき
る（技能）

看護の対象とな
る人へ関心を寄
せることができる
（関心・意欲・態
度）

援助的関係の基
本となるコミュニ
ケーションや
パートナーシップ
の重要性を理解
できる（知識・理
解）

看護の対象とな
る人などとコミュ
ニケーションをと
り、相手の考え
や思いに共感で
きる（技能）

看護の対象とな
る人などとコミュ
ニケーションをと
り互いの考えや
思いを伝え合え
る（技能）

看護専門職者の
援助的関係を形
成するパート
ナーとしての役
割が理解できる
（知識・理解）

看護の対象とな
る人へ専門職と
して関心を寄せ
ることができる
（関心・意欲・態
度）

看護の対象とな
る人の思いや考
えに共感し、とも
（共）に目標に向
かう専門的援助
関係を形成し評
価できる（技能）

看護専門職とし
て、対象となる
人々と援助的関
係を形成しようと
する態度を示す
ことができる（関
心・意欲・態度）

基礎的な専門知
識や看護技術の
重要性を理解で
きる（知識・理
解）

基礎的な専門的
技術を修得でき
る（技能）

人々の健康課
題・発達課題に
関心を示すこと
ができる（関心・
意欲・態度）

基礎的専門知
識・技術を理解
し、習得できる
（知識・理解／技
能）
対象の健康課
題・発達課題や
解決方法を判断
できる（思考・判
断・表現）
健康上の課題を
見出し、計画を
立案・実施・評価
できる（技能）
人々の健康課
題・発達課題に
関心をもち、関
わろうとする態
度を示すことが
できる（関心・意
欲・態度）

日々の体験や
学びの場を通し
て、自己を振り
返り客観視でき
る（思考・判断・
表現）

多様性のある
他者を理解しよ
うとする姿勢を
示すことができ
る（関心・意欲・
態度）

学位授与方針と各科目の関連（看護学部看護学科） ディプロマ・ポリシー（DP）／DPルーブリック

DP 1：人々の尊厳と権利を擁護するた
めの看護倫理観に基づいた判断・行動
をとることができる

DP 2：神奈川をはじめとする地域、社
会・文化的背景を踏まえて自己や他者
を包括的に理解し、尊重できる

DP 3：看護専門職として関わる人とコミュ
ニケーションをとり、パートナーシップを形
成できる

DP 4：人々の多様な健康課題に対し基礎
的知識と技術を活用して解決できる

DP 5：保健医療福祉の多様なケア環境
において看護専門職として多職種と協
働できる

DP 6：探求する態度を持ち継続して学
び、成長できる

人々の尊厳と
権利、価値観に
関する知識を有
し、その重要性
を理解できる
（思考・判断・表
現）

人間のもつ尊
厳に関心を示
すことができる
（関心・意欲・態
度）

看護の対象とな
る人々の尊厳と
権利を認め、そ
の立場にたち
倫理的に適切
に関わる姿勢を
持つことができ
る（思考・判断・
表現）

看護の対象とな
る人々の立場
をと倫理的課題
を理解しようと
する態度を示す
ことができる（関
心・意欲・態度）

多様な価値観、
信条や生活背
景を持つ人々
の尊厳と権利を
擁護するため
の判断ができる
（思考・判断・表
現）

看護の対象とな
る人々の倫理
的課題を解決し
ようとする態度
を示すことがで
きる（関心・意
欲・態度）

多様な価値観、
信条や生活背
景を持つ人々
の尊厳と権利を
擁護するため
の判断・行動が
できる（思考・判
断・表現）

看護の対象とな
る人々の倫理
的課題を解決
するために行動
ができる（関心・
意欲・態度）

人々の地域の
特性や社会的・
文化的背景を
含めた多様性
を知る（知識・
理解）

自己表現によっ
て言動や価値
観の振り返りが
できる（思考・判
断・表現）

他者への関心
を持つことがで
きる（関心・意
欲・態度）

対象特性・健康
レベルに応じた
生活・看護上の
ニーズを理解で
きる（知識・理
解）

様々な健康レベ
ル・発達段階に
ある対象の健康
課題・発達課題
を明確化し、看
護を実施・評価
できる（技能）

対象の健康課
題・発達課題を
解決しようとする
態度を示すこと
ができる（関心・
意欲・態度）

専門科目 療養支援看護学 慢性期看護学援助論 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

専門科目 療養支援看護学 慢性期看護学演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎

専門科目 療養支援看護学 成人看護学実践論 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

専門科目 療養支援看護学 成人看護学実習Ⅰ（慢性期） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 療養支援看護学 成人看護学実習Ⅱ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

専門科目 療養支援看護学 成人看護学実習Ⅲ（周手術期） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

専門科目 療養支援看護学 成人・療養支援看護論Ⅰ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

専門科目 療養支援看護学 成人・療養支援看護論Ⅱ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 療養支援看護学 療養支援看護学援助論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 療養支援看護学 療養支援看護学援助論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

専門科目 療養支援看護学 療養支援看護学演習Ⅰ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

専門科目 療養支援看護学 療養支援看護学演習Ⅱ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎

専門科目 療養支援看護学 療養支援看護学実習Ⅰ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

専門科目 療養支援看護学 療養支援看護学実習Ⅱ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

専門科目 統合看護学 KGUナースへの道しるべ ○ ○ ○ ○ ◎

専門科目 統合看護学 家族看護学 ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 統合看護学 保健医療福祉連携 ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 統合看護学 感染看護学 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅰ（看護実習）（基礎） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅰ（看護実習）（母性） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅰ（看護実習）（小児） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅰ（看護実習）（老年） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅰ（看護実習）（精神） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅰ（看護実習）（地域・在宅） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅰ（看護実習）（療養支援） ○ ○ ○ ○ ◎ ○

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅱ（強化コース・論文講読）（基礎） ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅱ（強化コース・論文講読）（母性） ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅱ（強化コース・論文講読）（小児） ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅱ（強化コース・論文講読）（老年） ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅱ（強化コース・論文講読）（精神） ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅱ（強化コース・論文講読）（在宅） ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅱ（強化コース・論文講読）（成人） ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅲ（強化コース・看護実習）（基礎） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅲ（強化コース・看護実習）（母性） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅲ（強化コース・看護実習）（小児） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅲ（強化コース・看護実習）（老年） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅲ（強化コース・看護実習）（精神） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅲ（強化コース・看護実習）（在宅） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護の統合と実践Ⅲ（強化コース・看護実習）（成人） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 研究方法論 ◎ ○ ○ ○ ◎

専門科目 統合看護学 災害看護学 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

専門科目 統合看護学 国際看護論 ○ ◎ ○ ○

専門科目 統合看護学 看護マネジメント ○ ○ ○ ◎ ○ ○

専門科目 統合看護学 看護教育学 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

専門科目 統合看護学 看護研究（基礎） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護研究（母性） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護研究（小児） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護研究（老年） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護研究（精神） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護研究（在宅） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

専門科目 統合看護学 看護研究（成人） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎


